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選者紹介

岸
本　

葉
子
（
き
し
も
と　

よ
う
こ
）

昭
和
三
十
六
年
神
奈
川
県
生
れ
。
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

深
夜
便
「
岸
本
葉
子
の
暮
ら
し
と
俳
句
」
出
演
。
テ
キ
ス
ト
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」
に
「
選
ん
で
学
ぼ
う
！　

誌
上

句
合
わ
せ
」
を
連
載
中
。

著
書
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句　

岸
本
葉
子
の
「
俳
句
の
学
び
方
」』『
私
の
俳
句
入
門
』。
句
集
『
つ
ち
ふ
る
』。

着
ぶ
く
れ
て
自
動
販
売
機
へ
か
が
む

木
暮
陶
句
郎
（
こ
ぐ
れ　

と
う
く
ろ
う
）「
ひ
ろ
そ
火び

」
主
宰　
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同
人　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
講
師

昭
和
三
十
六
年
群
馬
県
生
れ
。
稲
畑
汀
子
、
廣
太
郎
に
師
事
。
平
成
二
十
三
年
「
ひ
ろ
そ
火
」
を
創
刊
主
宰
。

第
九
回
日
本
伝
統
俳
句
協
会
賞
、
第
十
回
花
鳥
諷
詠
賞
、
第
二
十
二
回
村
上
鬼
城
賞
正
賞
な
ど
受
賞
。
群
馬
県

俳
句
作
家
協
会
会
長
。
夢
二
忌
俳
句
大
会
実
行
委
員
長
。
群
馬
県
文
学
賞
選
考
委
員
。
毎
日
新
聞
群
馬
版
「
文

園
俳
句
」、
上
毛
新
聞
「
上
毛
俳
壇
」
選
者
。
伊
香
保
焼
主
宰
の
陶
芸
家
。
句
集
『
陶
然
』『
陶
冶
』『
薫
陶
』。

焚

口

の

闇

深

々

と

窯

の

冬
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高
橋　

桃
衣
（
た
か
は
し　

と
う
い
）「
知ち

音い
ん

」
同
人
、
編
集
長

昭
和
二
十
八
年
神
奈
川
県
生
れ
。
知
音
初
心
者
教
室
指
導
。
俳
人
協
会
幹
事
。

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
師
。

句
集
『
ラ
ム
ネ
玉
』『
破
墨
』『
自
註
高
橋
桃
衣
集
』。

ヨ
ゼ
フ
よ
り
マ
リ
ア
大
き
く
聖
夜
劇

髙
柳　

克
弘
（
た
か
や
な
ぎ　

か
つ
ひ
ろ
）「
鷹た
か

」
編
集
長　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
講
師

昭
和
五
十
五
年
静
岡
県
生
れ
。
藤
田
湘
子
に
師
事
。
読
売
新
聞
「
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
俳
句
」
選
者
。
第
十
九
回
俳

句
研
究
賞
受
賞
。
句
集
『
未
踏
』（
第
一
回
田
中
裕
明
賞
）、『
寒
林
』『
涼
し
き
無
』（
第
四
十
六
回
俳
人
協
会

新
人
賞
）。
評
論
集
『
凜
然
た
る
青
春
』（
第
二
十
二
回
俳
人
協
会
評
論
新
人
賞
）、『
ど
れ
が
ほ
ん
と
？
万
太
郎

俳
句
の
虚
と
実
』『
究
極
の
俳
句
』。
児
童
小
説
『
そ
ら
の
こ
と
ば
が
降
っ
て
く
る
―
保
健
室
の
俳
句
会
』。

こ
と
ご
と
く
未
踏
な
り
け
り
冬
の
星

　

全
作
品
の
名
前
を
伏
せ
て
、
全
選
者
に
そ
れ
ぞ
れ
特
選
・
秀
作
・
佳
作
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た


